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■
台
風
被
害
お
見
舞
い

令
和
元
年
秋
季
に
連
続
し
て
上
陸
し
た
台
風

に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
と
共
に
、被
災
者
の
皆
様
に
衷
心
よ
り
、

御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
被
害
か
ら
の
速
や

か
な
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

■
令
和
元
年
度
第
2
回
木
材
需

給
会
議
開
催

林
野
庁
は
、
令
和
元
年
9
月
24
日
に
「
令
和

元
年
度
第
2
回
木
材
需
給
会
議
」
を
開
催
し
、

「
主
要
木
材
の
需
給
見
通
し
（
令
和
元
年
第
4

四
半
期
及
び
令
和
2
年
第
1
四
半
期
）」
を
策

定
し
、
公
表
し
た
。

Ⅰ　

見
通
し
の
要
点

1
．
令
和
元
年
第
4
四
半
期
（
10
～
12
月
）
の

需
給
は
、
国
産
材
合
板
用
丸
太
は
前
年
同
期

に
比
べ
増
加
、
国
産
材
製
材
用
丸
太
、
輸
入

丸
太
、
輸
入
製
材
品
、
合
板
及
び
構
造
用
集

成
材
は
、
前
年
同
期
に
比
べ
減
少
す
る
見
通

し
。

2
．
令
和
2
年
第
1
四
半
期
（
1
～
3
月
）
の

需
給
は
、
国
産
材
合
板
用
丸
太
及
び
合
板
は

前
年
同
期
に
比
べ
増
加
、
国
産
材
製
材
用
丸

太
、
輸
入
丸
太
、
輸
入
製
材
品
及
び
構
造
用

集
成
材
は
、
前
年
同
期
に
比
べ
減
少
す
る
見

通
し
。

米
中
対
立
の
激
化
に
よ
り
、
両
国
経
済
の
減

速
が
世
界
経
済
に
波
及
す
る
リ
ス
ク
が
以
前

に
も
増
し
て
高
ま
っ
て
い
る
。
世
界
経
済
悪

化
を
受
け
、
世
界
的
な
株
安
や
リ
ス
ク
回
避

の
円
高
が
進
む
可
能
性
。
輸
出
が
悪
化
し
、

消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
悪
化
や
将
来
不
安
の
高

ま
り
な
ど
か
ら
反
動
減
以
上
に
個
人
消
費
落

ち
込
め
ば
、
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
の
開
催
前
に

景
気
後
退
に
陥
る
リ
ス
ク
。
２
０
２
０
年
度

は
7
～
9
月
の
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
に
向
け
個

人
消
費
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
盛
り
上
が

り
一
時
的
に
景
気
は
持
ち
直
す
と
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
の
反
動
や
イ
ン
フ
ラ
建
設
の
需
要

の
一
巡
、
消
費
税
対
策
効
果
の
剥
落
な
ど
に

よ
り
、年
度
後
半
景
気
が
停
滞
す
る
リ
ス
ク
。

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
も
鈍
化
と
予
想
。
２
０

２
１
年
度
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
に
復
帰
す

る
こ
と
で
、
前
年
比
＋
0
・
7
％
に
高
ま
る

見
込
み
。

2
．
住
宅
着
工
見
通
し　

２
０
１
９
年
1
―

7

月
の
住
宅
着
工
戸
数
の
累
計
は
、
前
年
同
期

比
△
0
・
8
％
（
52
・
8
万
戸
）
と
、
前
年

よ
り
微
減
。
利
用
関
係
別
で
は
、持
家
住
宅
、

分
譲
住
宅
一
戸
建
及
び
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の

着
工
戸
数
が
、
前
年
同
期
よ
り
も
増
、
貸
家

は
前
年
同
期
比
△
12
・
0
％
、
持
家
系
の
増

加
よ
り
も
貸
家
の
減
少
の
方
が
大
。
持
家
系

の
住
宅
着
工
戸
数
の
増
加
は
、
国
内
景
気
が

安
定
的
に
推
移
、
若
年
層
を
中
心
と
し
た
収

入
の
増
加
及
び
住
宅
ロ
ー
ン
の
低
金
利
の
影

響
等
が
考
え
ら
れ
る
。貸
家
減
少
の
要
因
は
、

２
０
１
５
年
1
月
か
ら
の
相
続
税
制
改
正
に

対
す
る
税
制
対
策
へ
の
需
要
が
一
巡
、
貸
家

住
宅
建
設
に
対
す
る
金
融
機
関
の
貸
出
姿
勢

の
厳
格
化
が
続
い
て
い
る
こ
と
等
。
２
０
１

９
年
4
―

6
月
期
四
半
期
Ｇ
Ｄ
Ｐ
一
次
速
報

に
基
づ
く
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
予
測
は
、
２

０
１
９
年
度
の
住
宅
着
工
戸
数
は
平
均
89
・

3
万
戸
、
２
０
２
０
年
度
は
同
87
・
0
万
戸

が
見
込
ま
れ
、
前
回
予
測
よ
り
下
方
修
正
。

米
中
の
経
済
摩
擦
激
化
等
に
よ
る
世
界
経
済

の
減
速
が
、
国
内
経
済
に
も
影
響
さ
れ
る
こ

と
を
反
映
、
海
外
経
済
の
動
向
が
注
目
さ
れ

る
。

3
．
国
産
材
丸
太
（
製
材
用
）
の
需
要
動
向　

２
０
１
９
年
第
2
四
半
期
実
績
は
、
6
月
ま

で
大
き
な
災
害
も
な
く
、
国
産
材
の
入
荷
は

順
調
に
推
移
。
国
産
材
製
材
の
荷
動
は
、
年

初
か
ら
大
き
な
変
動
が
み
ら
れ
ず
、
プ
レ

カ
ッ
ト
工
場
の
稼
働
も
落
ち
着
い
た
動
き
。

消
費
税
見
直
し
へ
の
対
応
は
、
前
回
の
よ
う

な
大
き
な
山
は
な
く
、
年
初
か
ら
の
緩
や
か

な
好
調
の
継
続
と
の
見
方
。
外
材
価
格
が
緩

3
．
令
和
元
年
度
の
新
設
住
宅
着
工
数
は
、
前

年
度
に
比
べ
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

Ⅱ　

資
料
の
概
要
（
抄
）

1
．
一
般
経
済
の
動
向　

２
０
１
９
年
度
の
実

質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
5
年
連
続
で
プ
ラ
ス

達
成
す
る
と
予
想
、
年
度
末
に
か
け
、
各
国

の
経
済
対
策
効
果
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
需
要
の
持

ち
直
し
を
受
け
て
世
界
経
済
も
徐
々
に
持
ち

直
し
、輸
出
は
緩
や
か
に
増
加
す
る
と
予
想
。

主要木材の入荷量等の概要
国産材丸太 輸入

丸太
輸入

製材品 合板 構造用
集成材製材用 合板用

28年計（実績）
12,378 3,714 3,579 6,460 5,835 2,191
（105） （111） （107） （105）（103） （108）

29年計（実績）
12,362 3,866 3,267 6,464 6,114 2,433
（100） （104） （91） （100）（105） （111）

30年第 1 四半期 3,144 1,067 904 1,546 1,499 636
実績 （100） （120） （109） （97） （97） （107）

30年第 2 四半期 3,264 1,159 794 1,652 1,589 693
実績 （104） （115） （93） （98）（106） （114）

30年第 3 四半期 2,931 1,067 786 1,504 1,464 647
実績 （101） （110） （93） （93） （98） （104）

30年第 4 四半期 3,355 1,183 736 1,435 1,588 652
実績 （106） （119） （100） （93）（101） （107）

30年計（実績）
12,694 4,476 3,221 6,138 6,140 2,628
（103） （116） （99） （95）（100） （108）

31年第 １ 四半期 3,372 1,181 826 1,376 1,482 642
実績 （107） （111） （91） （89） （99） （101）

令和元年第 2 四半期 3,366 1,256 827 1,567 1,435 685
実績 （103） （108） （104） （95） （90） （99）

元年第 3 四半期 3,200 1,270 735 1,428 1,423 705
見込み （109） （119） （94） （95） （97） （109）

元年第 4 四半期 3,300 1,300 700 1,358 1,523 640
見通し （98） （110） （95） （95） （96） （98）

元年（31年）計
13,238 5,007 3,088 5,728 5,862 2,672
（104） （112） （96） （93） （96） （102）

2 年第 1 四半期 3,200 1,260 743 1,334 1,513 620
見通し （95） （107） （90） （97）（102） （97）

（単位：千㎥ , ％）（括弧内は前年比又は前年同期比）
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ん
で
き
て
お
り
、
昨
年
の
よ
う
な
製
材
品
の

国
産
材
へ
の
シ
フ
ト
は
見
ら
れ
な
い
。
第
3

四
半
期
は
、
西
日
本
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
影

響
は
少
な
く
、
国
産
材
入
荷
が
こ
の
ま
ま
続

け
ば
、
荷
動
き
の
大
き
な
変
動
は
期
待
で
き

な
い
。
消
費
税
見
直
し
の
最
後
の
駆
け
込
み

に
よ
る
大
き
な
需
要
増
は
期
待
で
き
な
い

が
、前
年
同
期
＋
α
の
需
要
が
継
続
と
期
待
。

第
4
四
半
期
は
、
原
木
の
供
給
が
減
少
す
る

要
因
少
な
く
、
供
給
に
合
せ
た
需
要
の
推
移

想
定
、前
年
同
期
ほ
ぼ
同
様
の
需
要
を
期
待
。

２
０
２
０
年
第
1
四
半
期
は
、
原
木
の
供
給

が
安
定
し
て
い
れ
ば
、
例
年
並
み
の
需
要
期

待
も
、
合
板
用
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
等

の
需
要
と
の
品
質
、
価
格
面
で
競
合
す
る
中

で
、前
年
同
期
と
ほ
ぼ
同
様
の
需
要
を
期
待
。

4
．
国
産
材
丸
太
（
合
板
用
）
の
需
要
動
向　

２
０
１
９
年
第
2
四
半
期
実
績
は
、
ほ
ぼ
堅

調
な
住
宅
着
工
（
特
に
構
造
用
合
板
の
需
要

増
大
）、
輸
入
合
板
の
急
速
な
減
少
傾
向
、

フ
ロ
ア
台
板
等
国
産
合
板
の
需
要
増
大
、
型

枠
用
合
板
、
中
層
大
規
模
建
築
用
の
需
要
増

大
傾
向
、
南
洋
材
合
板
等
に
関
す
る
違
法
伐

採
等
の
環
境
問
題
、
サ
バ
州
の
丸
太
輸
出
禁

止
の
継
続
、
合
板
工
場
の
設
備
投
資
に
よ
る

生
産
能
力
、
効
率
ア
ッ
プ
等
に
よ
り
、
前
年

同
期
比
増
。
第
3
四
半
期
は
、
前
期
と
同
様

の
要
因
に
よ
り
、
前
年
同
期
比
で
増
加
の
見

込
み
。
第
4
四
半
期
以
降
も
、
同
様
の
要
因

に
加
え
新
設
工
場
の
本
格
稼
働
等
に
よ
り
、

前
年
同
期
比
で
増
加
の
見
通
し
。

5
．
米
材
丸
太
の
需
要
動
向　

２
０
１
９
年
第

2
四
半
期
実
績
は
、
昨
年
閉
鎖
し
た
大
型
製

材
工
場
の
需
要
量
の
う
ち
、
他
の
製
材
工
場

で
補
え
な
い
需
要
減
を
見
込
む
も
、
明
ら
か

な
落
ち
込
み
見
ら
れ
ず
、
前
年
同
期
比
若
干

減
。
第
3
四
半
期
は
、
供
給
量
に
見
合
っ
た

数
量
と
見
込
み
、
前
期
よ
り
数
量
が
落
ち
込

む
と
予
測
。前
年
同
期
比
若
干
減
の
見
込
み
。

第
4
四
半
期
は
、
前
期
と
同
様
の
要
因
に
よ

り
、
前
期
よ
り
更
に
数
量
が
落
ち
込
む
と
予

測
。
前
年
同
期
比
減
の
見
通
し
。
２
０
２
０

年
第
1
四
半
期
は
、
年
間
需
要
約
2
、４
０

０
千
㎥
に
若
干
の
季
節
要
因
を
見
込
む
が
、

前
年
同
期
比
減
の
見
通
し
。

6
．
米
材
製
材
品
の
需
要
動
向　

２
０
１
９
年

第
2
四
半
期
実
績
は
、
連
休
や
働
き
方
改
革

に
よ
り
工
場
の
総
合
時
間
減
り
、
前
年
同
期

比
減
。
米
材
価
格
高
値
の
た
め
嫌
わ
れ
、
他

樹
種
へ
と
変
更
さ
れ
た
影
響
。
第
3
四
半
期

は
、
増
税
前
の
盛
り
上
が
り
感
や
秋
需
気
配

な
く
、
前
年
同
期
比
減
の
見
込
み
。
第
4
四

半
期
は
、
増
税
後
の
落
ち
込
み
見
込
ま
れ
な

い
。
パ
ワ
ー
ビ
ル
ダ
ー
は
年
間
計
画
に
基
づ

き
仕
込
み
を
し
て
お
り
大
き
な
変
化
な
い

が
、
職
人
不
足
に
よ
り
工
事
が
進
ま
ず
需
要

伸
び
ず
、
前
年
同
期
比
減
の
見
通
し
。
２
０

２
０
年
第
1
四
半
期
は
、
3
月
末
の
本
決
算

に
向
け
大
手
は
仕
入
調
整
に
入
る
の
で
需
要

は
落
ち
込
み
、
前
年
同
期
比
で
減
見
通
し
。

7
．
米
材
、
欧
州
材
、
北
洋
材
、
輸
入
集
成
材

の
供
給
動
向

（
1
）
米
材
丸
太
の
供
給　

２
０
１
９
年
第
2

四
半
期
の
実
績
は
、
需
給
と
も
に
安
定
、
ま

と
ま
っ
た
数
量
が
入
っ
た
が
前
年
同
期
比
は

微
減
。
第
3
四
半
期
は
、
国
内
挽
工
場
が
8

月
に
6
船
現
地
に
入
港
さ
せ
る
等
、
そ
れ
な

り
の
数
量
が
入
荷
す
る
見
込
み
。
第
4
四
半

期
は
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
夏
場
の
生
産
停
止

や
合
板
メ
ー
カ
ー
向
け
の
数
量
減
の
影
響
出

る
が
、前
年
同
期
と
大
き
な
差
無
い
見
通
し
。

２
０
２
０
年
第
1
四
半
期
は
、
前
期
の
入
荷

若
干
減
少
し
、
そ
の
調
整
で
多
少
は
増
え
る

が
、
国
産
材
の
出
材
現
状
好
調
で
、
前
年
同

期
比
減
の
見
通
し
。

（
2
）
米
材
製
材
品
供
給　

２
０
１
９
年
第
2

四
半
期
実
績
は
、
消
費
増
税
に
絡
む
需
要
動

向
の
不
透
明
感
に
よ
り
、
市
場
は
当
用
買
い

に
徹
し
て
い
た
。
第
1
、
2
四
半
期
の
入
荷

量
は
何
れ
も
前
年
同
期
比
21
・
6
％
減
。
現

地
2
×
4
価
格
が
下
落
し
買
い
進
め
な
か
っ

た
状
況
。
第
3
四
半
期
は
、
盆
を
挟
み
住
宅

着
工
は
順
調
な
事
や
需
要
期
で
あ
る
事
の
ほ

か
、
産
地
減
産
や
ス
ト
ラ
イ
キ
等
に
よ
る
供

給
不
安
も
煽
り
、
あ
る
程
度
入
荷
見
込
め
る

が
、
引
続
き
不
透
明
感
よ
り
当
用
買
い
に
徹

し
、
４
７
０
千
㎥
と
前
年
同
期
比
減
の
見
込

み
。
第
4
四
半
期
は
、
供
給
側
沿
岸
の
ス
ト

ラ
イ
キ
や
内
陸
減
産
の
ほ
か
、
2
×
4
現
地

価
格
の
低
迷
と
消
費
増
税
見
極
め
等
に
よ
る

当
用
買
い
に
よ
り
、
前
期
よ
り
入
荷
減
の
見

通
し
。
国
内
の
消
費
税
増
税
影
響
等
に
よ
り

前
年
同
期
比
で
入
荷
減
と
予
測
。
２
０
２
０

年
第
1
四
半
期
は
、
消
費
増
税
に
よ
る
落
込

み
考
慮
し
、
入
荷
は
抑
え
ら
れ
る
と
予
測
、

本
年
第
1
四
半
期
並
か
そ
れ
以
下
の
見
通

し
。

（
3
）
欧
州
材
製
材
品
供
給
に
つ
い
て　

２
０

１
９
年
第
2
四
半
期
実
績
は
、
ラ
ミ
ナ
は
低

調
で
推
移
も
、
完
成
品
は
順
調
で
前
年
同
期

比
2
・
3
％
増
。
第
3
四
半
期
は
、
引
続
き

ラ
ミ
ナ
は
低
調
、
完
成
品
は
順
調
で
前
年
同

期
並
み
の
見
込
み
。
第
4
四
半
期
は
、
ラ
ミ

ナ
が
若
干
回
復
す
る
が
、
完
成
品
在
庫
が
多

く
な
り
買
い
控
え
起
こ
る
た
め
前
期
よ
り
若

干
減
少
す
る
も
前
年
同
期
並
み
の
見
通
し
。

２
０
２
０
年
第
1
四
半
期
は
、
完
成
品
在
庫

増
、
円
高
に
よ
る
市
況
下
落
懸
念
、
消
費
増

税
に
よ
る
不
透
明
感
で
買
い
控
え
が
起
こ

り
、
前
年
同
期
比
減
の
見
通
し
。

（
4
）
北
洋
材
丸
太
供
給　

２
０
１
９
年
第
2

四
半
期
実
績
は
、
製
材
、
問
屋
向
け
に
数
量

ア
ッ
プ
。
合
板
向
け
は
多
く
な
い
。
第
3
、

4
四
半
期
は
、
関
税
ア
ッ
プ
の
影
響
に
よ
り

前
年
同
期
比
で
減
少
の
見
込
み
。
２
０
２
０

年
第
1
四
半
期
も
、
関
税
ア
ッ
プ
に
よ
り
前

年
同
期
比
で
減
見
通
し
、
シ
ベ
リ
ア
材
が
激

減
す
る
見
通
し
。
２
０
２
０
年
1
月
よ
り
輸

出
税
が
60
％
と
な
る
。

（
5
）
北
洋
材
製
材
品
供
給　

２
０
１
９
年
第

1
四
半
期
は
寒
波
の
影
響
も
あ
り
供
給
減
、

第
2
四
半
期
実
績
は
前
年
同
期
並
み
。
第
3

四
半
期
は
、
端
境
期
の
影
響
は
あ
る
が
、
引

続
き
底
堅
い
需
要
も
あ
り
そ
れ
な
り
の
入
荷

量
と
予
測
、
前
年
同
期
並
み
ま
た
は
若
干
減

の
見
込
み
。
第
4
四
半
期
は
、良
材
不
足
も
、

中
国
、
中
近
東
、
北
ア
フ
リ
カ
等
の
市
場
が

低
迷
、
あ
る
程
度
の
入
荷
が
予
想
。
前
年
同

期
は
他
の
年
の
平
均
を
上
回
っ
て
い
た
が
、

今
期
は
平
準
化
さ
れ
る
見
通
し
。
２
０
２
０

年
第
1
四
半
期
は
、
根
強
い
需
要
及
び
対
日

価
格
が
比
較
的
良
い
事
に
よ
り
安
定
し
た
入

荷
量
と
予
測
。
引
続
き
堅
調
な
需
要
が
継
続

す
る
と
予
測
し
、前
年
同
期
並
み
の
見
通
し
。

（
6
）
輸
入
構
造
用
集
成
材
供
給　

２
０
１
９

年
第
2
四
半
期
実
績
は
、
第
1
四
半
期
の
需

要
良
く
な
く
、
消
費
増
税
懸
念
も
あ
り
買
い

控
え
、前
年
同
期
比
で
減
。
第
3
四
半
期
は
、

現
地
増
産
に
よ
る
供
給
圧
力
強
く
前
期
並
み

の
入
荷
、
前
年
同
期
比
で
増
加
の
見
通
し
。

第
4
四
半
期
は
、
円
高
と
産
地
供
給
圧
力
に

よ
る
価
格
下
落
も
あ
り
、
国
内
生
産
材
に
比

べ
輸
入
材
の
価
格
競
争
力
が
増
加
も
、
消
費

増
税
に
よ
る
不
透
明
感
や
夏
休
み
の
影
響
も
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あ
り
入
荷
は
伸
び
な
い
と
予
測
。
前
年
同
期

比
は
、
価
格
競
争
力
の
増
加
に
よ
り
若
干
増

の
見
通
し
。
２
０
２
０
年
第
1
四
半
期
は
、

円
高
と
供
給
圧
力
、
消
費
増
税
の
影
響
で
入

荷
量
が
試
さ
れ
、
前
年
同
期
比
並
み
の
見
通

し
。

8
．
南
洋
材
製
材
品
の
需
要
動
向

２
０
１
９
年
第
2
四
半
期
実
績
は
、
住
宅
着

工
数
が
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
、
荷
動
き
全
般
に
低

調
な
状
況
、
前
年
同
期
比
大
幅
な
減
少
。
第
3

四
半
期
は
、
7
月
出
荷
量
が
前
年
同
期
比
１
０

７
％
と
学
校
、
体
育
館
の
改
修
工
事
や
首
都
圏

に
お
け
る
店
舗
内
装
工
事
の
需
要
は
あ
り
、
前

年
同
期
比
若
干
増
の
見
込
み
。第
4
四
半
期
は
、

消
費
増
税
前
の
仮
需
は
少
な
く
、
例
年
通
り
の

秋
需
は
見
込
め
る
。
非
住
宅
物
件
な
ど
首
都
圏

を
中
心
に
需
要
あ
り
、
前
年
同
期
比
並
み
見
通

し
。
２
０
２
０
年
第
1
四
半
期
は
、
年
末
に
か

け
て
の
完
工
物
件
多
く
、
一
定
の
需
要
あ
る
と

予
想
。
前
年
同
期
比
並
の
見
通
し
。
２
０
１
９

年
第
4
四
半
期
と
２
０
２
０
年
第
1
四
半
期

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
の
非
住
宅
、
商
業
施
設

の
需
要
あ
る
と
予
想
。

9
．
国
産
、
輸
入
合
板
の
需
要
動
向

（
1
）
国
内
製
造
合
板
の
需
要　

２
０
１
９
年

第
2
四
半
期
実
績
は
、
大
手
プ
レ
カ
ッ
ト
工

場
や
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
、
九
州
エ
リ
ア
の

活
発
な
需
要
に
支
え
ら
れ
、
生
産
量
を
上
回

る
需
要
と
な
り
、
前
年
同
期
比
で
増
。
第
3

四
半
期
は
、上
半
期
に
続
き
、大
手
プ
レ
カ
ッ

ト
工
場
中
心
の
活
発
な
需
要
続
き
、
前
年
同

期
比
で
増
の
見
込
み
。
第
4
四
半
期
は
、
住

宅
着
工
の
消
費
増
税
駆
け
込
み
の
ピ
ー
ク
ア

ウ
ト
や
貸
家
の
減
少
傾
向
続
く
も
、
木
造
住

宅
で
の
厚
手
化
、
非
住
宅
用
途
へ
の
採
用
の

拡
大
、
フ
ロ
ア
台
板
な
ど
の
産
業
用
途
の
拡

晴（
四
国
森
林
管
理
局
長
）←
石
垣
英
司（
農

畜
産
業
振
興
機
構
理
事
）

・
林
野
庁
管
理
課
管
理
官
←
髙
塚
慎
司
（
同
業

務
課
供
給
企
画
班
担
当
補
佐
）
←
河
原　

聡

（
庁
木
材
産
業
課
住
宅
資
材
班
担
当
補
佐
）

・（
退
職
）
堂
本　

整
（
北
海
道
森
林
管
理
局

次
長
）
←
中
西　

誠
（
同
総
務
企
画
部
長
）

←
川
脇
多
久
男
（
庁
福
利
厚
生
室
長
）
←
門

田
成
生（
東
北
森
林
管
理
局
総
務
企
画
部
長
）

←
原
嶋
広
行
（
庁
林
政
課
管
理
官
）

・（
生
産
流
通
調
整
官
）
←
田
之
上
真
司
（
素

材
生
産
推
進
官
）（
以
上　

敬
称
略
）

■
第
47
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
展
示

会・
丸
宇
木
材
市
売
（
株
）
北
浜
市
場

10
月
3
日
（
木
）
に
丸
宇
木
材
市
売
（
株
）

北
浜
市
場
（
押
本
雅
壽
社
長
、
埼
玉
県
）
で
Ｊ

Ａ
Ｓ
製
材
品
展
示
会
が
開
催
さ
れ
た
。
前
日
、

2
日
（
水
）
の
審
査
会
に
は
、
8
社
か
ら
47
㎥

の
製
品
が
出
品
さ
れ
、
服
部
順
昭
審
査
委
員
長

ほ
か
審
査
員
が
減
点
方
式
に
よ
る
、
厳
正
な
審

査
を
し
た
結
果
、
2
社
の
出
品
材
が
１
０
０
点

満
点
と
な
る
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
。
3
日
の

大
傾
向
は
一
層
進
展
と
予
想
。
前
年
同
期
比

で
減
少
す
る
見
通
し
。
２
０
２
０
年
第
1
四

半
期
は
、
基
本
は
消
費
税
後
の
反
動
を
受
け

る
が
、
使
用
部
位
、
用
途
の
拡
大
も
あ
り
一

定
の
水
準
は
確
保
。
前
年
同
期
比
減
少
見
通

し
。

（
2
）
輸
入
合
板
の
需
要　

２
０
１
９
年
第
2

四
半
期
実
績
は
、
建
築
用
・
産
業
用
と
も
に

用
途
の
縮
小
傾
向
が
続
く
。
4
月
入
港
も
予

想
よ
り
少
な
く
、
5
月
の
大
型
連
休
後
も
傾

向
変
わ
ら
ず
、
前
年
比
大
幅
減
。
第
3
四
半

期
は
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
梱
包
用
合
板
は
、

中
国
向
け
輸
出
の
停
滞
見
通
し
か
ら
減
少
し

た
ま
ま
の
状
態
継
続
。
建
築
用
途
で
は
持

家
・
分
譲
戸
建
て
中
心
の
需
要
続
く
が
、
賃

貸
は
減
少
傾
向
。
夏
季
休
暇
も
減
少
要
因
。

フ
ロ
ア
ベ
ー
ス
や
造
作
材
料
に
お
い
て
、
他

材
料
へ
の
転
換
が
い
っ
そ
う
進
み
減
少
傾
向

は
続
く
と
予
想
。
前
年
同
期
比
で
減
少
の
見

込
み
。
第
4
四
半
期
は
、
供
給
の
不
安
定
性

や
価
格
の
硬
直
性
に
嫌
気
が
も
た
れ
て
い
る

中
、
他
材
料
へ
の
転
換
傾
向
継
続
。
消
費
税

後
の
反
動
と
と
も
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
要

因
。
前
年
同
期
比
で
減
少
の
見
通
し
。
２
０

２
０
年
第
1
四
半
期
は
、
需
要
側
は
納
期
の

安
定
性
・
信
頼
性
を
必
要
と
し
、
川
下
に
お

け
る
他
材
料
転
換
の
行
動
は
一
層
進
む
と
予

想
。
前
年
同
期
比
減
の
見
通
し
。

10
．
国
内
製
造
合
板
の
供
給　

２
０
１
９
年
第

2
四
半
期
の
実
績
は
、
ほ
ぼ
堅
調
な
住
宅
着

工
、
国
内
合
板
工
場
の
フ
ル
稼
働
、
輸
入
合

板
の
減
少
傾
向
、
産
地
の
違
法
伐
採
対
策
等

環
境
問
題
の
影
響
、
設
備
投
資
（
三
重
工
場

等
）
に
よ
る
国
産
材
合
板
の
生
産
能
力
、
効

率
の
ア
ッ
プ
等
に
よ
り
、
前
年
同
期
並
。
第

3
四
半
期
は
、
前
期
要
因
に
加
え
、
型
枠
用

合
板
需
要
の
漸
増
、
大
分
、
山
梨
の
新
設
工

場
の
稼
働
開
始
に
よ
り
、
前
年
同
期
比
で
増

の
見
込
み
。
第
4
四
半
期
は
、
前
期
と
同
様

の
要
因
に
よ
り
、
前
年
同
期
比
で
増
加
の
見

通
し
。
２
０
２
０
年
第
1
四
半
期
は
、
前
期

要
因
に
加
え
、
新
設
工
場
の
本
格
稼
働
に
よ

り
、
前
年
同
期
比
で
増
加
の
見
通
し
。

11
．
集
成
材
に
関
す
る
動
向
及
び
国
内
製
造
構

造
用
集
成
材
の
供
給
動
向　

２
０
１
９
年
第

2
四
半
期
実
績
は
、
前
年
同
期
比
で
10
千
㎥

増
加
。
消
費
税
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
に

よ
る
増
加
と
考
え
ら
れ
る
。第
3
四
半
期
は
、

第
2
四
半
期
同
様
駆
け
込
み
需
要
に
よ
る
増

加
の
た
め
前
年
同
期
比
で
45
千
㎥
増
加
の
見

込
み
。
第
4
四
半
期
は
、
消
費
税
増
税
の
反

動
に
よ
る
需
要
減
、
世
界
貿
易
の
不
透
明
さ

な
ど
経
済
動
向
の
停
滞
を
見
込
み
前
年
同
期

比
で
減
少
の
見
通
し
。
２
０
２
０
年
第
1
四

半
期
は
、
前
期
の
要
因
に
加
え
、
稼
働
日
数

の
減
等
に
よ
り
前
年
同
期
比
で
減
少
の
見
通

し
。

■
林
野
庁
人
事
異
動
（
抄
）

10
月
1
付　

中
部
局
長
、
近
畿
中
国
局
長
及

び
四
国
局
長
交
代

・（
大
臣
官
房
政
策
課
政
策
情
報
分
析
官
）
←

池
田
直
弥
（
農
林
漁
業
信
用
基
金
理
事
）
←

宮
澤
俊
輔
（
中
部
森
林
管
理
局
長
）
←
吉
村　

洋
（
林
野
庁
経
営
企
画
課
長
）
←
関
口
高
士

（
同
業
務
課
長
）
←
宇
野
聡
夫
（
同
業
務
課

技
術
開
発
調
査
官
）
←
石
田
良
行
（
大
臣
官

房
調
査
官
・
計
画
課
付
）

・（
大
臣
官
房
分
析
官
）
←
髙
野
浩
文
（
近
畿

中
国
森
林
管
理
局
長
）
←
長
田
朋
二
（
東
北

農
政
局
次
長
）

・（
農
畜
産
業
振
興
機
構
理
事
）
←
野
津
山
喜

審査会の様子
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お
り
。

①
都
知
事
賞
：（
株
）
佐
川
林
業
（
福
島
県
）

②
産
業
労
働
局
長
賞
：
厚
沢
部
林
産
工
業

（
株
）、
東
北
木
材
（
株
）、
協
和
木
材
（
株
）、

（
株
）
沓
澤
製
材
所
、
二
宮
木
材
（
株
）

③
都
木
連
会
長
賞
：（
有
）
老
川
賢
吉
商
店
、

（
有
）
菊
地
製
材
所
、
東
部
産
業
（
株
）、
坂

本
商
店
、
本
宮
木
材
（
株
）

来
賓
の
東
京
都
森
林
課
石
城
護
課
長
、
早
川

金
光
都
買
連
理
事
長
等
の
御
挨
拶
が
あ
り
、
市

川
東
京
木
材
市
場
社
長
か
ら
「
展
示
会
開
催
に

尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
へ
の
感
謝
、
優
良
国

産
材
の
一
層
の
お
買
い
上
の
お
願
い
と
併
せ
、

創
立
１
０
０
周
年
祭
記
念
市
の
紹
介
」
等
の
挨

拶
後
、
活
発
な
セ
リ
が
行
わ
れ
た
。

■
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

習
会
（
建
築
士
会
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
）

開
催
の
ご
案
内

木
材
を
取
り
扱
う
方
々
等
を
対
象
に
環
境
問

題
や
木
材
需
給
、
日
本
の
林
業
の
ほ
か
、
木
の

見
分
け
方
や
基
本
的
性
質
、
木
造
建
築
に
関
す

る
実
践
的
な
知
識
を
学
ん
で
頂
く
た
め
、
下
記

に
よ
り
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
講
習
会
は
、（
公
社
）
日
本

建
築
士
会
連
合
会
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。（
東
京
・
大
阪
の
各
会
場
で

定
員
40
名
程
度
を
予
定
。）

日
程
等
は
、

①
（
東
京
会
場
）　

令
和
2
年
2
月
14
日
（
金
）

9
：
30
～
17
：
20
、
2
月
15
日
（
土
）
9
：

00
～
15
：
40　
（
於
）
東
京
木
材
会
館
（
東

京
都
江
東
区
新
木
場
1
丁
目
18
―
8
）

②
（
大
阪
会
場
）　

令
和
2
年
2
月
21
日
（
金
）

9
：
30
～
17
：
20
、
2
月
22
日
（
土
）
9
：

00
～
15
：
40　
（
於
）
大
阪
木
材
仲
買
会
館

会
議
室
（
大
阪
市
西
区
南
堀
江
4
丁
目
18
―

10
大
阪
木
材
仲
買
会
館
）

受
講
料
は
、
２
２
、０
０
０
円
（
た
だ
し
、
受

講
料
、
テ
キ
ス
ト
代
、
受
験
料
等
を
含
み
ま
す
）

〈
申
し
込
み
・
問
合
先
〉

（
一
社
）
全
日
本
木
材
市
場
連
盟　

東
京
都
文

京
区
後
楽
1
―

7
―

12　

林
友
ビ
ル
6
階

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３
―

３
８
１
８
―

２
９
０
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
―

３
８
１
８
―

２
９
０
７

和
風
総
本
家
と
い
う
Ｔ
Ｖ
番
組

で
、
お
六
櫛
を
取
り
上
げ
て
い
た
。

長
野
県
木
祖
村
藪
原
名
産
の
昔
か
ら

の
工
芸
品
が
、
パ
リ
の
高
級
店
で
売

ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
々
に
高
く
評

価
さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
る
。
今
、
日

本
で
も
人
気
沸
騰
。
そ
の
職
人
技
は

素
晴
ら
し
い
も
の
だ
が
、
原
料
と
な
る
オ
ノ
オ

レ
カ
ン
バ
（
ミ
ネ
バ
リ
）
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
。

カ
バ
ノ
キ
科　

カ
バ
ノ
キ
属　

密
度
：
0
・
84

～
0
・
99
、
圧
縮
強
度
：
７
２
０
㎏
／
㎠
、
用

途
は
櫛
、
そ
ろ
ば
ん
の
玉
、
足
袋
の
木
型
、
楽

器
等
。
本
州
中
部
以
北
の
太
平
洋
側
、
朝
鮮
半

島
、
中
国
東
北
部
及
び
ウ
ス
リ
ー
に
分
布
す
る

落
葉
高
木
、
高
さ
15
ｍ
、
胸
高
直
径
60
㎝
に
達

す
る
。
日
本
で
は
標
高
５
０
０
ｍ
以
上
の
急
峻

な
地
形
の
場
所
に
生
育
。
標
準
和
名
は
文
字
通

り
、
斧
が
折
れ
る
ほ
ど
堅
い
こ
と
か
ら
。
植
物

解
剖
学
的
に
は
、
道
管
は
や
や
大
き
く
多
数
存

在
す
る
重
厚
な
散
孔
材
、
心
材
は
赤
褐
色
、
辺

材
は
淡
黄
褐
色
、
そ
の
区
別
は
明
瞭
。
材
は
緻

密
で
非
常
に
堅
く
、
比
重
が
大
き
く
、
材
質
が

印
章
や
櫛
な
ど
の
工
芸
品
と
し
て
適
当
で
あ
る

た
め
需
要
が
生
じ
て
い
る
。
オ
ノ
オ
レ
カ
ン
バ

は
長
寿
で
成
長
も
非
常
に
遅
い
た
め
、
資
源
の

安
定
供
給
及
び
遺
伝
資
源
保
全
の
観
点
か
ら
、

利
用
と
並
行
し
て
永
続
的
確
保
の
方
策
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
お
六
櫛
は
、
地

域
の
貴
重
な
木
材
資
源
を
活
用
し
て
、
高
度
な

職
人
技
と
一
体
と
な
っ
て
作
ら
れ
る
機
能
美
、

手
に
な
じ
む
質
感
、
使
い
込
む
ほ
ど
に
深
ま
る

色
合
い
と
い
う
木
の
良
さ
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
実
用
・
工
芸
品
。
資

源
の
保
続
を
図
り
な
が
ら
、
伝
統
技
術
が
継
承

さ
れ
、
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
木
製
品
を
生
活

に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

雑 記 帳

展
示
即
売
会
の
式
典
に
は
、
主
催
者
を
代
表
し

て
、全
木
連
の
肥
後
賢
輔
統
括
部
長
が
出
席
し
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
意
義
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品

の
役
割
の
重
要
性
や
普
及
へ
の
協
力
要
請
等
を

交
え
た
挨
拶
を
行
っ
た
。
ま
た
、
開
催
市
場
の

押
本
社
長
も
出
席
し
た
式
典
の
後
、
元
気
な
競

り
子
に
よ
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
等
の
競
り
が
行
わ

れ
、
活
況
を
呈
し
た
。

■
第
64
回
全
国
優
良
木
材
展
示

会
（
東
京
木
材
市
場
（
株
））

（
株
）
佐
川
林
業
に
都
知
事
賞

東
京
都
木
材
団
体
連
合
会（
渡
辺　

昭
会
長
）

と
東
京
木
材
市
場
協
会
（
市
川
英
治
会
長
）
は

10
月
3
日
（
木
）
に
、東
京
木
材
市
場
（
株
）（
市

川
英
治
社
長
）
に
お
い
て
全
国
優
良
木
材
展
示

会
を
開
催
し
た
。

式
典
で
は
、
各
賞
の
表
彰
と
共
に
、
渡
辺
都

木
連
会
長
が
全
優
展
開
催
の
趣
旨
・
意
義
、

「
木
と
暮
ら
し
の
ふ
れ
あ
い
展
」
の
紹
介
、
関

係
者
へ
の
感
謝
等
の
挨
拶
を
し
た
。
10
月
2
日

（
水
）
の
審
査
会
で
は
、
都
木
連
の
岡
田
事
務

局
長
の
指
導
に
よ
り
12
社
１
６
０
㎥
の
製
材
品

に
つ
い
て
審
査
し
、
審
査
結
果
は
、
以
下
の
と JAS製品競りの様子

式典の様子審査の様子


